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一
、
株
式
会
社
が
定
款
で
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使

　
　
の
代
理
人
の
資
格
を
株
主
に
限
定
し
て
い
る
場
合
と
、

　
　
株
主
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
、
株
式
会
社
の
職
員
、

　
　
従
業
員
に
よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使

二
、
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
え
に
お
い
て
商
法
二
四
八
条

　
　
一
項
所
定
の
期
間
経
過
後
に
新
た
な
取
消
事
由
を
追
加

　
　
主
張
す
る
こ
と
の
許
否

中
　
　
村
　
　
一
　
彦

9
9

最
高
裁
昭
和
五
一
年
一
二
月
二
四
日
第
二
小
法
廷
判
決
繭
蜘
舶
飢
瀞
臨
駈
瀧
鱗
粘
軌
細
号
、
）
民
集
三
〇
巻
一
一
号
一
〇
七
六
頁

〔
参
照
条
文
〕
　
　
一
に
つ
い
て
商
法
二
三
九
条
三
項
、
二
に
つ
い
て
商
法
二
四
七
条
．
二
四
八
条
一
項
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1

〔
事
　
　
実
〕
　
Y
会
社
（
被
告
．
被
控
訴
人
．
被
上
告
人
）
は
、
資
本
金
七
、
五
〇
〇
万
円
、
発
行
済
株
式
総
数
一
五
〇
万
株
、
一
株
の
金
額

五
〇
円
で
、
港
湾
運
送
事
業
お
よ
び
通
運
事
業
を
主
た
る
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
X
（
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
Y
会
社
の
株
式
二
万
六
六
七
五
株
を
有
す
る
株
主
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
Y
会
社
で
は
、
昭
和
四
三
年
五
月
二
四
日
、
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
、
定
款
の
変
更
（
株
式
譲
渡
の
制
限
）
、
計
算
書
類
の
承
認

お
よ
び
監
査
役
改
選
の
決
議
が
な
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
右
総
会
の
招
集
手
続
お
よ
び
決
議
の
方
法
に
は
、
次
の
よ
う
な
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
し
、
ま
た
は
著
し
く
不
公
正
な
点
が
あ
る
と

し
て
、
X
は
決
議
の
取
消
を
求
め
た
。

ω
訴
外
A
は
Y
会
社
の
主
た
る
創
設
者
と
し
て
、
昭
和
一
七
年
八
月
会
社
設
立
当
時
取
締
役
副
社
長
で
あ
り
、
昭
和
二
三
年
四
月
以
降
昭
和
四
二
年

一
二
月
二
〇
日
死
亡
退
職
す
る
ま
で
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
A
は
都
合
に
よ
り
、
後
記
訴
外
人
七
名
の
名
義
を
借
用
し
、
合
計
三
万

一
、

宦
宦
寢
狽
ﾌ
Y
会
社
の
株
式
を
所
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
B
名
義
で
一
万
株
、
C
名
義
で
九
、
○
○
○
株
、
・
D
名
義
で
一
、
五
〇
〇
株
、
E
名

義
で
一
、
五
〇
〇
株
、
F
名
義
で
四
、
五
〇
〇
株
、
G
名
義
で
三
、
○
○
○
株
、
H
名
義
で
、
一
五
〇
〇
株
、
計
三
万
一
、
○
○
○
株
で
あ
っ
て
、
右

株
式
の
取
得
代
金
は
全
部
訴
外
A
が
支
出
、
株
券
お
よ
び
株
主
名
簿
登
録
印
は
A
が
保
管
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
右
株
式
は
A
の
死
亡
に
よ
り
、

同
人
の
相
続
人
た
る
妻
埋
、
長
女
B
、
長
男
X
（
原
告
）
、
次
女
F
、
三
女
1
、
四
男
J
の
共
有
と
な
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
Y
会
社
は
右
三
万
一
、
○
○
○
株
が
右
相
続
人
ら
に
帰
属
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
同
人
ら
の
正
当
な
議
決
権
行
使
を
妨
害
す
る
と

同
時
に
、
Y
会
社
の
意
図
に
そ
う
議
決
権
の
行
使
を
確
保
す
る
こ
と
を
企
図
し
、
右
相
続
人
ら
に
対
し
総
会
招
集
手
続
を
な
さ
ず
、
か
つ
相
続
人
ら
の

う
ち
B
、
F
両
名
に
不
当
な
圧
迫
を
加
え
て
そ
の
自
由
意
思
を
拘
束
し
、
右
相
続
人
ら
が
議
決
権
を
行
使
す
べ
き
者
一
名
を
定
め
る
協
議
を
す
る
機
会

を
奪
い
、
株
主
名
簿
閉
鎖
期
間
中
、
右
総
会
開
催
前
に
、
前
記
訴
外
人
七
名
を
し
て
株
主
名
簿
登
録
の
住
所
の
変
更
と
株
主
名
簿
登
録
印
の
改
印
を
届

出
さ
せ
、
か
つ
本
件
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
に
つ
い
て
も
、
B
、
D
、
E
三
名
は
K
（
代
表
取
締
役
）
に
、
C
、
F
、
G
、
H
四
名
は
L

（
常
務
取
締
役
）
に
対
す
る
各
委
任
状
を
取
付
け
、
こ
れ
に
よ
り
右
総
会
に
お
い
て
自
己
の
意
図
ど
お
り
の
議
決
権
の
行
使
を
得
て
、
そ
の
目
的
を
達
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し
た
。
こ
こ
に
は
甚
だ
し
い
不
公
正
が
あ
る
。

　
右
三
万
一
、
O
O
O
株
は
、
A
の
所
有
株
と
し
て
処
理
し
て
き
た
取
扱
い
に
従
い
、
同
人
の
死
亡
に
よ
り
相
続
人
の
共
有
に
属
す
る
も
の
と
し
て
処

理
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
株
式
相
続
の
場
合
は
、
株
式
譲
渡
の
場
合
と
別
個
の
考
慮
を
必
要
と
し
、
株
主
死
亡
の
事
実
お
よ
び
相
続
人
の
氏
名
、
住
所
が
明
白
な
場
合
は
、
特

段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
会
社
は
株
主
名
簿
の
書
換
が
で
き
て
い
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
相
続
人
を
株
主
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
訴
外
A
は
、
前
記
三
万
一
、
O
O
O
株
の
外
に
も
、
同
人
名
義
一
〇
万
三
、
七
七
三
株
、
M
名
義
で
一
万
六
、
O
O
O
株
、
N
名
義
で
一
万

五
、
○
○
○
株
、
0
名
義
で
七
、
五
〇
〇
株
、
計
一
四
万
二
、
二
七
三
株
を
所
有
し
、
右
訴
外
人
三
名
名
義
の
株
式
は
名
義
を
借
り
た
も
の
に
す
ぎ
な

い
か
ら
、
右
株
式
全
部
も
ま
た
前
記
実
の
相
続
人
ら
の
共
有
に
属
す
る
。
し
か
る
に
Y
会
社
は
右
株
式
一
四
万
二
、
二
七
三
株
に
つ
い
て
も
議
決
権
行

使
を
妨
害
す
る
こ
と
を
企
画
し
、
右
相
続
人
ら
に
対
し
前
記
総
会
の
招
集
手
続
を
な
さ
ず
、
か
つ
右
相
続
人
ら
の
う
ち
、
B
、
F
両
名
に
不
当
な
圧
迫

を
加
え
て
そ
の
自
由
意
思
を
拘
束
し
、
他
の
共
有
者
四
名
が
右
両
名
と
議
決
権
を
行
使
す
べ
き
者
一
名
を
定
め
る
協
議
を
す
る
機
会
を
奪
い
、
前
記
総

会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
を
不
能
に
し
た
も
の
で
違
法
で
あ
る
。

③
　
前
記
総
会
に
お
い
て
、
株
主
新
潟
県
（
株
数
三
〇
万
株
）
は
P
に
、
株
主
直
江
津
市
（
株
数
一
五
万
株
）
は
Q
に
、
株
主
日
本
通
運
株
式
会
社

（
株
数
一
万
九
、
0
0
0
株
）
は
R
に
委
任
状
を
交
付
し
、
右
受
任
者
三
名
は
総
会
に
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
右
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
を
行
使
し
た
。

し
か
し
、
Y
会
社
の
定
款
二
一
条
に
は
「
株
主
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
は
他
の
出
席
株
主
を
代
理
人
と
し
て
其
の
議
決
権
を
行
使
す
る
事
が
出
来
る
。
」

と
規
定
さ
れ
、
株
主
以
外
の
者
を
受
任
者
と
し
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
前
記
受
任
者
三
名
は
Y
会
社
の
株
主
で
な
い

か
ら
、
定
款
に
違
反
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
特
段
の
理
由
の
存
す
る
場
合
は
、
右
定
款
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
非
株
主
が
受
任
者
と
し
て
株
主
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
る
場

合
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
は
、
少
な
く
と
も
総
会
に
出
席
し
た
株
主
の
意
見
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
。
役
員
に
お
い
て
専
断
的
に
処
理
し
た
の
は
不
当

で
あ
る
。
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ω
も
し
、
新
潟
県
、
直
江
津
市
、
日
本
通
運
株
式
会
社
の
各
所
有
株
式
に
つ
い
て
株
主
で
な
い
受
任
者
ら
の
株
主
権
行
使
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
S

名
義
の
株
式
一
、
六
八
〇
株
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
3
の
不
在
者
財
産
管
理
人
T
の
代
理
議
決
権
行
使
も
同
様
に
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
Y

会
社
は
出
席
株
主
に
も
は
か
ら
ず
定
款
第
二
一
条
を
理
由
と
し
て
専
断
的
に
T
の
代
理
議
決
権
行
使
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
違
法
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
ω
に
つ
い
て
は
取
消
の
訴
提
起
期
間
経
過
後
に
追
加
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
Y
会
社
の
主
張
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω
　
Y
会
社
と
し
て
は
、
従
来
株
主
名
簿
に
株
主
と
し
て
登
録
さ
れ
て
き
た
者
を
も
っ
て
一
応
株
主
と
取
扱
う
べ
き
が
当
然
で
あ
っ
て
、
も
し
真
実
A

の
所
有
株
で
何
か
の
都
合
上
他
人
の
名
義
を
借
り
て
株
主
名
簿
登
録
を
受
け
て
い
た
も
の
な
ら
ば
、
A
の
相
続
人
ら
に
て
株
主
名
簿
の
正
当
書
換
手
続

を
了
し
な
い
限
り
、
X
ら
は
そ
の
所
有
株
な
る
こ
と
を
Y
会
社
に
対
抗
し
え
な
い
。

　
ま
た
、
か
り
に
X
の
主
張
す
る
と
お
り
、
A
の
相
続
人
X
外
五
名
の
共
有
株
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
商
法
第
二
〇
三
条
二
項
の
規
定
に
よ
り
共
有
株

主
全
員
で
株
主
の
権
利
を
行
使
す
べ
き
者
一
名
を
定
め
な
け
れ
ば
議
決
権
の
行
使
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
X
ら
に
は
そ
の
こ
と
が
な
か
っ
た
。

②
定
款
二
一
条
の
規
定
は
無
効
で
あ
る
。

　
ま
た
右
定
款
規
定
は
、
会
社
に
無
関
係
な
、
い
わ
ゆ
る
総
会
荒
し
屋
な
ど
が
代
理
人
と
し
て
出
席
し
、
議
事
妨
害
を
な
す
が
如
き
こ
と
を
防
止
せ
ん

と
す
る
消
極
的
意
味
し
か
な
い
。
本
件
の
株
主
新
潟
県
、
直
江
津
市
、
日
本
通
運
株
式
会
社
の
よ
う
に
、
そ
の
法
定
代
理
人
た
る
県
知
事
、
市
長
、
社

長
が
職
務
上
の
多
忙
や
遠
隔
地
の
総
会
の
た
め
自
ら
出
席
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
、
日
常
そ
の
業
務
を
補
佐
も
し
く
は
代
行
し
て
い
る
部
下
職
員
な
ど

を
代
理
出
席
さ
せ
る
の
が
最
も
適
切
な
方
法
で
あ
っ
て
、
同
人
が
株
主
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
議
決
権
の
代
理
行
使
を
禁
止
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。

　
ま
た
右
規
定
は
、
当
該
株
主
総
会
に
お
い
て
株
主
が
自
社
株
主
で
な
い
者
を
代
理
人
と
し
て
出
席
さ
せ
議
決
権
行
使
を
な
す
こ
と
に
異
議
の
な
い
場

合
ま
で
も
こ
れ
を
禁
止
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
新
潟
県
、
直
江
津
市
が
委
任
U
た
代
理
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
県
お
よ
び
市
の
吏
員
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
地
方
自
治
法
一
五
三
条
の
規
定
に

よ
り
、
知
事
お
よ
び
市
長
が
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
委
任
し
、
そ
れ
ぞ
れ
臨
時
に
県
ま
た
は
市
の
株
主
議
決
権
を
代
理
行
使
さ
せ
た
も
の
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で
あ
る
か
ら
、
Y
会
社
の
定
款
に
拘
ら
ず
適
法
な
も
の
で
あ
り
、
同
法
一
五
三
条
に
よ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
の
長
が
公
法
上
た
る
と
私
法
上
た
る
と
を

問
わ
ず
、
そ
の
職
務
と
さ
れ
て
い
る
事
務
に
つ
き
任
意
代
理
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
然
自
治
体
の
吏
員
に
代
理
さ
せ
る
べ
き
で
、
当
該
吏
員
以
外
の
者

に
代
理
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
せ
ら
れ
る
。

③
　
X
の
主
張
す
る
T
の
代
理
議
決
権
行
使
に
関
す
る
主
張
は
、
決
議
取
消
の
事
由
を
新
た
に
追
加
主
張
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
右
は
明
ら
か
に

商
法
二
四
八
条
一
項
に
定
め
ら
れ
た
総
会
決
議
取
消
の
訴
の
提
起
期
間
経
過
後
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、
右
期
間
経
過
後
に
お
い
て
は
新
た
な
取
消
事
由

を
追
加
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
第
一
審
（
噺
糊
醜
欄
癌
姻
茂
螂
三
）
は
、
X
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω
訴
外
B
ら
七
名
名
義
の
株
式
三
万
一
、
○
○
○
株
が
X
主
張
の
と
お
り
、
実
質
上
A
の
所
有
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
該
事
実
お
よ
び
右
株
式
ボ
X

の
主
張
す
る
相
続
人
ら
の
共
有
に
な
っ
た
こ
と
を
Y
会
社
が
知
悉
し
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
Y
会
社
が
策
謀
し
、
右
相
続
人
ら
が
共
有
株
の
権
利
を
行

使
す
べ
き
者
一
名
を
定
め
る
協
議
を
妨
げ
た
と
の
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
右
株
式
は
X
主
張
の
と
お
り
共
有
に
属
す
る
と
し
て
も
、
そ
の

旨
株
主
名
簿
の
書
換
手
続
を
了
し
、
こ
れ
に
つ
き
議
決
権
を
行
使
す
べ
き
者
一
名
を
届
出
な
い
以
上
、
Y
会
社
に
対
抗
で
き
な
い
。

②
定
款
に
定
め
る
議
決
権
代
理
行
使
の
制
限
は
、
こ
の
程
度
で
は
ま
だ
不
当
に
株
主
権
の
行
使
に
制
限
を
加
え
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、

一
般
的
に
は
右
定
款
の
定
め
は
有
効
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
規
定
の
設
け
ら
れ
る
趣
旨
は
、
株
主
総
会
の
運
営
が
株
主
以
外

の
第
三
者
に
よ
っ
て
撹
乱
、
阻
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
、
非
株
主
に
よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
て
も
、
右

定
款
の
趣
旨
に
反
せ
ず
何
ら
支
障
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
却
っ
て
こ
れ
を
認
め
な
い
こ
と
が
当
該
株
主
の
議
決
権
行
使
の
機
会
を
事
実
上
奪

う
に
等
し
く
、
不
当
な
結
果
と
な
る
よ
う
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
株
主
の
非
株
主
に
よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使
を
拒
否
し
得
な
い
も

の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
地
方
自
治
体
の
吏
員
は
、
地
方
自
治
法
一
五
三
条
に
基
づ
き
各
地
方
自
治
体
の
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
委
任
さ
れ
、
会
社
従
業
員
も
会

社
の
た
め
代
表
者
の
職
務
を
代
行
す
べ
く
委
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
に
よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
て
も
右
定
款
の
趣
旨
に
反
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す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
・

③
　
T
の
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
な
い
の
は
不
当
で
あ
る
と
の
X
の
主
張
は
、
商
法
二
四
八
条
一
項
の
訴
提
起
期
間
経
過
後
に
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
右
期
間
は
決
議
の
暇
疵
の
主
張
そ
の
も
の
を
制
限
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
、
右
期
間
経
過
後
に
新
た
な
取
消
原
因
を
追
加
す
る
の
は
許
さ

れ
な
い
。

　
X
は
控
訴
し
た
が
、
第
二
審
（
東
京
高
判
　
昭
和
四
八
・
四
・
二
五
）
も
、
第
一
審
と
同
様
の
理
由
で
控
訴
棄
却
し
た
。
た
だ
、
次
の
と
お
り
、
若
干
の
理
由
が
附
加
さ
れ

て
い
る
。

ω
新
潟
県
等
の
議
決
権
代
理
行
使
に
つ
い
て
は
、
各
使
用
人
は
、
官
庁
あ
る
い
は
会
社
と
い
う
組
織
体
の
一
員
と
し
て
上
命
下
服
の
規
制
を
受
け
、

上
級
者
（
窮
極
に
お
い
て
は
代
表
者
そ
の
他
執
行
機
関
）
の
意
図
に
い
さ
さ
か
も
背
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
個
人
対
個
人

に
お
け
る
事
務
委
任
に
基
づ
く
代
理
関
係
な
ど
と
は
著
し
く
そ
の
実
態
を
異
に
し
、
こ
れ
ら
の
職
員
が
出
席
す
る
こ
と
は
右
団
体
の
代
表
者
が
出
席
す

る
こ
と
と
同
視
し
て
差
し
支
え
な
い
程
の
も
の
で
あ
る
。

②
総
会
に
出
席
し
よ
う
と
し
た
T
は
出
席
資
格
を
証
す
る
委
任
状
の
提
示
を
求
め
ら
れ
て
、
そ
ん
な
面
倒
な
こ
と
な
ら
ば
出
席
し
な
い
と
言
っ
て
そ

の
ま
ま
帰
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
T
の
議
決
権
の
行
使
が
右
総
会
の
決
議
に
影
響
が
及
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
X
は
更
に
上
告
し
た
。
上
告
理
由
は
、
概
ね
、
第
一
審
・
第
二
審
に
お
け
る
主
張
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
上
告
棄
却
。

〔
判
決
理
由
〕

0
原
審
が
適
法
に
確
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
Y
会
社
の
定
款
に
は
「
株
主
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
は
、
他
の
出
席
株
主
を
代
理
人
と
し
て
そ
の

議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
旨
の
規
定
が
あ
り
、
Y
会
社
の
本
件
株
主
総
会
に
お
い
て
、
株
主
で
あ
る
新
潟
県
、
直
江
津
市
、
日
本
通
運
株

式
会
社
が
そ
の
職
員
又
は
従
業
員
に
議
決
権
を
代
理
行
使
さ
せ
た
が
、
こ
れ
ら
の
使
用
人
は
、
地
方
公
共
団
体
又
は
会
社
と
い
う
組
織
の
な
か
の
一
員

と
し
て
上
司
の
命
令
に
服
す
る
義
務
を
負
い
、
議
決
権
の
代
理
行
使
に
当
っ
て
法
人
で
あ
る
右
株
主
の
代
表
者
の
意
図
に
反
す
る
よ
う
な
行
動
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
株
式
会
社
が
定
款
を
も
っ
て
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
代
理
人
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の
資
格
を
当
該
会
社
の
株
主
に
限
る
旨
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
会
社
の
株
主
で
あ
る
県
、
市
、
株
式
会
社
が
そ
の
職
員
又
は
従
業
員
を
代
理
人

と
し
て
株
主
総
会
に
出
席
さ
せ
た
上
、
議
決
権
を
行
使
さ
せ
て
も
、
原
審
認
定
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
右
定
款
の
規
定
に
反
し
な
い

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
右
の
よ
う
な
定
款
の
規
定
は
、
株
主
総
会
が
株
主
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ
て
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、

会
社
の
利
益
を
保
護
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
株
主
で
あ
る
県
、
市
、
株
式
会
社
が
そ
の
職
員
又
は
従
業
員
を
代
理
人
と
し
て
株
主
総
会
に
出

席
さ
せ
た
上
、
議
決
権
を
行
使
さ
せ
て
も
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
株
主
総
会
が
撹
乱
さ
れ
、
会
社
の
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
く
、
か
え

っ
て
、
右
の
よ
う
な
職
員
又
は
従
業
員
に
よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
株
主
と
し
て
の
意
見
を
株
主
総
会
の
決
議
の
上
に
十
分

に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
事
実
上
議
決
権
行
使
の
機
会
を
奪
う
に
等
し
く
、
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

⇔
　
株
主
総
会
決
議
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
し
た
後
、
商
法
二
四
八
条
一
項
所
定
の
期
間
経
過
後
に
新
た
な
取
消
事
由
を
追
加
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
取
消
し
を
求
め
ら
れ
た
決
議
は
、
た
と
え
暇
疵
が
あ
る
と
し
て
も
、
取
り
消
さ
れ
る
ま
で
は
一
応
有

効
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
会
社
の
業
務
は
右
決
議
を
基
礎
に
執
行
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
右
規
定
は
、
暇
疵
の
あ
る
決
議
の
効

力
を
早
期
に
明
確
に
さ
せ
る
た
め
そ
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
決
議
の
日
か
ら
三
ヵ
月
と
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
新
た
な
取
消
事
由
の
追
加
主
張
を
時
機
に
遅
れ
な
い
限
り
無
制
限
に
許
す
と
す
れ
ば
、
会
社
は
当
該
決
議
が
取
り
消
さ
れ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て

予
測
を
立
て
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
決
議
の
執
行
が
不
安
定
に
な
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
、
暇
疵
の
あ
る
決
議
の
効
力

を
早
期
に
明
確
に
さ
せ
る
と
い
う
右
規
定
の
趣
旨
は
没
却
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
右
所
定
の
期
間
は
鴇
決
議
の
暇
疵
の
主
張
を
制
限
し
た

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
参
考
評
釈
〕

　
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
五
十
音
順
に
述
べ
る
と
、
河
内
隆
史
氏
（
畿
畔
傭
醜
駆
梱
巻
七
．
八
．
九
号
）
、
木
下
誠
一
・
森
信
静
治
・
井
原
紀
昭
各
氏

（
融

?
･ a
既
程
六
七
×
竹
内
昭
夫
氏
（
惜
騨
脇
飴
礫
難
駄
伍
巻
冒
田
村
諄
之
輔
氏
（
猷
崎
馴
弾
0
1
恥
以
下
×
菱
田
政
宏
氏
（
勲
馳
糊
働
鰍
蹴
哩
導
臨
駈
駈
稗
渡
ど
平
尾

賢
三
郎
氏
（
憩
謝
呼
肺
郭
酬
胴
下
）
、
星
川
長
七
氏
（
熾
騨
初
過
莇
胴
罹
O
巻
）
の
各
評
釈
が
あ
る
。
－
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一
、

ﾍ
内
評
釈
－
判
決
理
由
e
に
つ
い
て
は
結
論
は
正
当
で
あ
る
が
、
理
論
づ
け
に
は
問
題
が
あ
る
。
無
効
説
が
正
当
で
あ
る
。
要
約
す
る
と
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
ω
判
旨
は
株
主
の
議
決
権
行
使
の
機
会
の
確
保
よ
り
も
、
総
会
撹
乱
の
防
止
を
優
先
さ
せ
て
い
る
が
、
総
会
撹
乱
の
危
険
性
の
有
無

は
実
質
的
に
は
会
社
が
判
断
す
る
の
で
、
株
主
の
議
決
権
行
使
の
機
会
を
不
当
に
奪
う
危
険
が
あ
る
。
②
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
る
定
款
規
定
は
、

非
株
主
に
よ
る
総
会
撹
乱
の
防
止
策
と
し
て
実
効
性
が
な
く
、
む
し
ろ
、
定
款
に
よ
る
制
限
は
株
主
総
会
を
形
骸
化
し
、
経
営
者
支
配
の
手
段
と
す
ら

な
る
。
判
決
理
由
⇔
に
つ
い
て
は
、
賛
成
。
商
法
二
四
八
条
は
攻
撃
防
禦
方
法
提
出
期
間
を
制
限
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
木
下
ほ
か
評
釈
ー
判
決
理
由
e
に
つ
い
て
は
賛
成
。
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
本
判
決
は
、
職
務
代
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
だ

ち
に
非
株
主
に
よ
る
代
理
行
使
を
是
認
し
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
株
主
総
会
の
撹
乱
の
恐
れ
の
有
無
に
そ
の
理
由
を
求
め
て
い
る
。
②
個
人
株

主
に
よ
る
非
株
主
へ
の
代
理
権
授
与
に
よ
る
議
決
権
行
使
を
、
将
来
判
例
が
肯
定
す
る
と
み
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
理
由
は
な

い
。
㈲
本
判
決
は
学
説
で
は
、
合
理
的
解
釈
説
の
言
う
と
こ
ろ
と
帰
一
す
る
。
判
決
理
由
⇔
に
つ
い
て
は
概
ね
賛
成
。
基
本
的
に
は
、
否
定
説
を
と

り
、
訴
訟
遅
延
、
濫
訴
の
恐
れ
が
少
い
と
考
え
ら
れ
る
前
の
主
張
と
実
質
的
同
一
性
あ
る
と
き
、
ま
た
は
釈
明
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
例
外
的
に
三
カ

月
経
過
後
で
も
主
張
を
許
す
べ
き
で
あ
る
。

三
、
竹
内
評
釈
－
判
決
理
由
e
に
つ
い
て
賛
成
。
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
多
数
説
の
い
う
と
お
り
、
こ
の
程
度
の
制
限
は
、
議
決
権

行
使
に
つ
い
て
の
不
合
理
な
制
限
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
定
款
に
よ
る
自
治
の
範
囲
内
に
あ
る
と
解
す
る
。
②
立
法
論
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
定
款
の
規
定
を
許
す
べ
き
か
否
か
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
判
決
理
由
⇔
に
つ
い
て
も
賛
成
。
ω
決
議
取
消
訴
訟
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
従
来
の

多
数
説
お
よ
び
本
件
判
旨
の
よ
う
に
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
②
た
だ
し
、
否
定
説
を
と
る
以
上
、
訴
訟
手
続
の
上
で
も
、
訴
状
ま
た
は
準
備
書
面

の
記
載
方
法
を
か
な
り
厳
格
に
し
ぼ
る
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
他
方
、
そ
の
補
完
な
い
し
釈
明
の
許
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
も
合
理
的
な
制
限
を
加
え
る

必
要
が
あ
る
。

四
、
田
村
評
釈
－
判
決
理
由
e
に
つ
い
て
概
ね
賛
成
。
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
本
件
判
旨
は
、
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
例
と
矛
盾

す
る
も
の
で
は
な
い
。
②
本
件
で
は
、
定
款
の
規
定
に
反
し
な
い
と
い
う
理
由
を
、
㈲
本
件
の
議
決
権
代
理
行
使
は
会
社
荒
ら
し
の
よ
う
な
弊
害
を
も
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た
ら
す
場
合
で
は
な
い
こ
と
、
㈲
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
な
い
と
か
え
っ
て
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
二
点
に
求
め
て
い
る
が
㈲
の
要
件

は
不
要
で
あ
る
。
判
決
理
由
⇔
に
つ
い
て
は
賛
成
。
ω
決
議
取
消
の
訴
提
起
期
間
三
ケ
月
は
短
か
い
と
は
言
え
な
い
。
②
三
ヵ
月
内
に
訴
を
提
起
し

て
、
あ
と
で
ゆ
っ
く
り
理
由
を
考
え
る
こ
と
に
な
っ
て
も
困
る
。

五
、
菱
田
評
釈
i
判
決
理
由
e
に
つ
い
て
反
対
。
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
代
理
人
資
格
を
株
主
に
制
限
す
る
規
定
の
問
題
は
、
本
来

代
理
人
と
会
社
と
の
関
係
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
定
款
規
定
適
用
の
可
否
を
本
件
の
よ
う
に
代
理
人
と
株
主
の
内
部
関
係
か
ら
検
討
す
る
と
す
れ

ば
、
定
款
規
定
の
存
在
の
必
要
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
②
株
式
譲
渡
の
自
由
な
会
社
に
お
い
て
、
議
決
権
行
使
の
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
る

こ
と
は
、
所
期
の
目
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
実
効
性
の
な
い
方
策
で
あ
り
、
法
律
的
に
見
て
、
合
理
的
な
制
限
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
③
こ
れ

に
対
し
、
定
款
で
株
式
の
譲
渡
制
限
を
定
め
て
い
る
会
社
で
は
株
主
以
外
の
者
を
総
会
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
判
決
理
由
⇔
に
つ

い
て
は
評
釈
を
省
略
し
て
い
る
。

六
、
平
尾
評
釈
－
判
決
理
由
e
に
つ
い
て
は
、
結
論
に
賛
成
。
理
論
構
成
に
反
対
で
、
無
効
説
を
妥
当
と
す
る
。
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
ω
使
用
人
に
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
る
か
否
か
は
、
そ
の
時
の
服
従
性
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
定
款
で
ど
の
よ
う
な
規
定
し

よ
う
と
関
係
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
②
具
体
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
代
理
人
が
使
用
人
な
ど
非
株
主
で
も
よ
い
と
す
れ
ば
、
会
社
は
も
は

や
自
ら
定
め
た
定
款
を
破
る
こ
と
に
な
る
。
③
経
営
者
の
票
集
め
に
役
立
つ
よ
う
な
考
え
方
は
で
き
る
限
り
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
ω
総
会
荒
し
を
防

ぐ
に
は
他
の
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
判
決
理
由
⇔
に
つ
い
て
は
賛
成
。
行
政
事
件
に
お
い
て
は
、
国
民
の
権
利
保
護
と
い
う
公
共
的
性
格
か
ら
、

取
消
事
由
の
追
加
が
認
め
ら
れ
る
が
、
会
社
法
で
は
、
許
さ
れ
な
い
。

七
、
星
川
評
釈
－
判
決
理
由
e
に
つ
い
て
は
、
結
論
に
賛
成
で
あ
る
が
、
理
論
構
成
に
は
反
対
。
無
効
説
が
妥
当
。
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
ω
最
近
の
荒
れ
た
総
会
の
事
例
は
、
株
主
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
こ
と
に
は
、
何
ら
合
理
的
理
由
は
な
い
。
②

株
式
が
広
範
囲
に
分
散
し
た
会
社
で
は
、
株
主
間
は
相
互
に
未
知
の
関
係
に
あ
り
、
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
と
株
主
は
結
局
議
決
権
行
使
が

で
き
な
く
な
る
。
③
閉
鎖
会
社
に
お
い
て
も
、
株
主
は
他
の
株
主
中
か
ら
信
頼
し
う
る
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
判
決
理
由
⇔
に
つ
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い
て
は
賛
成
。
訴
の
提
起
期
間
（
三
ケ
月
）
は
短
か
い
と
は
言
え
な
い
し
、
訴
の
提
起
期
間
の
制
限
は
、
成
立
手
続
に
暇
疵
あ
る
決
議
の
効
力
を
早
期

に
安
定
せ
し
め
る
た
め
で
あ
る
。

　
〔
考
　
　
察
〕

　
本
件
で
は
、
Y
会
社
の
主
た
る
創
立
者
で
あ
る
訴
外
A
の
死
亡
に
よ
り
、
そ
の
相
続
に
か
ら
む
株
式
が
株
主
総
会
に
お
い
て
賛
成
株

式
数
に
算
入
さ
せ
、
こ
の
点
の
違
法
性
が
X
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
一
・
二
審
で
認
め
ら
れ
ず
、
最
高
裁
で
も
簡
単
に
し
り

ぞ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
判
決
理
由
に
賛
成
で
あ
り
、
詳
細
な
検
討
は
省
略
す
る
。

一
、

c
決
権
行
使
の
代
理
人
資
格
を
制
限
す
る
定
款
規
定
の
効
力

e
　
本
件
の
特
色
は
、
株
主
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
大
会
社
が
そ
の
職
員
な
い
し
従
業
員
を
代
理
人
と
し
て
株
主
総
会
に
出
席

さ
せ
た
上
、
議
決
権
を
行
使
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
本
判
決
の
特
色
は
、
定
款
規
定
を
原
則
と
し
て
有
効
と
し
な
が
ら
、

例
外
的
に
定
款
規
定
に
反
し
な
い
場
合
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
定
款
規
定
の
効
力
に

関
す
る
初
め
て
の
最
高
裁
判
例
で
あ
る
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
日
の
判
例
（
服
諌
配
¢
詣
恥
二
）
が
、
右
定
款
規
定
を
画
一
的
に
有
効
と
解
し

た
の
に
対
し
、
本
判
決
は
初
め
て
こ
れ
を
弾
力
的
に
解
し
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
と
本
判
決
と
の
理
論
構
成
上
の
関
係
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
両
者
の
間
で
、
定
款
規
定

の
適
用
範
囲
を
め
ぐ
り
差
異
を
生
ず
る
が
、
両
者
と
も
定
款
規
定
そ
の
も
の
は
有
効
と
解
す
る
か
ら
、
そ
の
基
本
的
立
場
に
お
け
る
対

立
．
矛
盾
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
綱
脂
瀞
畑
鮒
餅
）
。

⇔
　
と
こ
ろ
で
、
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
定
款
規
定
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
学
説
が
分
れ
て
い
る
。

　
ω
有
効
　
説
　
　
　
　
－
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㎜
④
画
一
的
取
扱
説

　
従
来
の
多
数
説
で
あ
る
瀦
餅
”
蝕
雌
灘
概
紅
咽
証
頬
即
次
醐
蜘
唆
葡
融
難
融
贈
帥
濫
訊
頷
断
頁
）
。
　
こ
の
説
は
、
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
定
款

規
定
は
、
株
主
総
会
が
株
主
以
外
の
第
三
者
に
よ
り
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
会
社
の
利
益
を
保
護
す
る
趣
旨
に
で
た
も
の
で
、

合
理
的
な
理
由
に
よ
る
相
当
程
度
の
制
限
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
右
定
款
規
定
を
画
一
的
に
有
効
と
解
す
る
。
し
か
し
、
最
近
は
次

に
述
べ
る
相
対
的
有
効
説
に
よ
っ
て
、
次
第
に
代
替
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

㈲
弾
力
的
取
扱
説

　
こ
の
説
は
、
右
定
款
規
定
を
一
般
に
は
有
効
で
あ
る
と
解
し
な
が
ら
、
非
株
主
を
代
理
人
と
し
て
認
め
な
い
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る

場
合
に
は
、
何
ら
か
の
論
理
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
さ
ら
に
次
の
三
説
に
分
け
ら
れ
る
。

　
㈹
　
代
理
人
資
格
の
制
限
の
効
力
は
、
そ
の
制
限
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
か
否
か
（
た
と
え
ぽ
第
三
者
に

よ
る
総
会
荒
し
の
予
防
）
ま
た
そ
の
制
限
が
株
主
の
議
決
権
代
理
行
使
の
機
会
を
事
実
上
奪
う
に
ひ
と
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
か
否
か

な
ど
を
考
慮
し
て
、
各
個
の
事
例
に
即
し
て
具
体
的
に
決
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
代
理
人
資
格
制
限
の
定
款
規
定
は
原
則
と

し
て
有
効
と
解
す
る
説
（
い
わ
ゆ
る
合
理
的
解
釈
説
）
が
あ
る
（
駄
恥
「
赫
撒
雌
許
諜
献
瀬
儲
徹
麟
唖
催
麗
軌
樫
の
o
纈
隈
脹
欄
蝉
櫨
矩
蝉
徽
昏
卿
馳
刎
躯
鴇
躯
卜
鞭
粥
浄
紅

譲
〕
た
駅
謂
糟
麟
簸
鵡
鑛
鋸
鞭
に
纏
の
翻
鞭
繁
旺
査
パ
謙
灘
麟
吻
講
矯
ル
縫
期
盟
灘
聾
。

　
⑧
　
い
わ
ゆ
る
「
代
行
」
理
論
に
よ
っ
て
、
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
定
款
規
定
を
有
す
る
会
社
の
株
主
で
あ
る
会
社
が
、

株
主
で
な
い
そ
の
使
用
人
に
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
る
説
（
い
わ
ゆ
る
代
行
理
論
）
が
あ
る
（
館
廓
葡
邸
細
喉
郁
鞭
蹄
瀦
吻
識
撤
髄
緬

蟄
、
論
脂
翻
期
託
凱
二
騒
砒
醜
籍
ふ
o
．
）
。

　
⑨
　
代
理
人
資
格
制
限
の
定
款
規
定
の
趣
旨
を
、
会
社
は
非
株
主
た
る
代
理
人
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨
に
解
す
る

説
が
あ
る
（
齢
獣
誌
秘
舗
曝
劃
舗
伽
棚
塑
証
智
）
。
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②
　
無
効
　
説

　
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
定
款
規
定
を
常
に
無
効
と
解
す
る
。
し
た
が
っ
て
画
一
的
無
効
説
と
言
っ
て
も
よ
い
（
舗
瀬
樹
噛
駐
獅

法
学
会
雑
誌
七
巻
九
号
三
二
頁
、
田
中
（
誠
）
・
全
訂
会
社
法
詳
諭
上
四
二
〇
頁
、
西
山
忠
範
・
判
批
・
判
例
評
論
八
四
号
二
八
頁
ら
籍
井
俊
雄
・
判
批
・
企
業
法
研
究
一
二
三
輯
三
七
頁
、
清
水
新
「
議

決
権
行
使
の
代
理
人
」
法
学
研
究
二
九
巻
一
二
号
二
四
頁
、
拙
稿
「
儀
決
権
行
使
の
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
定
款
規
定
の
効
力
に
つ
い
て
の
再
論
」
法
政
理
諭
六
巻
一
号
三
二
頁
以
下
、
河
内

噸
辮
羅
）
。

　
㈲
　
折
　
衷
　
説

　
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
旨
の
定
款
規
定
は
、
株
式
譲
渡
に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
款
規
定
を
も
つ
会
社

に
あ
っ
て
は
有
効
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
会
社
に
あ
っ
て
は
無
効
で
あ
る
と
解
す
る
説
で
あ
る
（
破
湘
囎
噸
郵
撚
鞭
幟
醐
幽
線
鱒
噸
o
の
蹴
醜
似
暇
格
）

こ
の
説
は
有
効
説
と
無
効
説
と
の
折
衷
で
あ
る
。
こ
の
説
も
、
さ
ら
に
分
け
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
閉
鎖
会
社
の
定
款
規
定
に
つ
い
て
、
画

一
的
取
扱
説
を
採
る
か
、
弾
力
的
取
扱
説
を
採
る
か
の
問
題
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
（
菱
田
評
釈
は
画
一
的
取
扱
説
を
採
る
よ
う
で
あ

る
）
。

　
本
判
決
は
、
右
に
述
べ
た
学
説
の
う
ち
、
ど
の
説
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
有
効
説

の
う
ち
弾
力
的
取
扱
を
す
る
代
行
理
論
を
採
っ
た
も
の
か
ど
う
か
。
代
行
理
論
に
つ
い
て
は
下
級
審
の
先
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株

主
で
あ
る
会
社
の
商
業
使
用
人
が
そ
の
会
社
の
た
め
株
主
総
会
に
出
席
し
て
議
決
権
の
行
使
を
す
る
の
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限

り
、
会
社
内
部
に
お
け
る
指
揮
命
令
系
統
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
職
務
の
執
行
に
ほ
か
な
ら
ず
、
か
か
る
場
合
は
、
た
と
え
代
理
の

形
式
を
と
っ
て
い
て
も
、
実
質
的
に
は
会
社
代
表
者
の
職
務
の
一
部
の
「
代
行
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
定
款
の
規
定
が
有
効
な
も

の
と
し
て
も
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
に
反
し
な
い
と
し
た
判
例
が
あ
る
（
棟
鯨
購
期
噸
蜘
籾
三
〇
矩
陀
距
｝
欺
）
。
そ
し
て
、
本
件
原
審
が
、
議
決
権
を

行
使
し
た
使
用
人
は
官
庁
・
会
社
と
い
う
組
織
体
の
一
員
と
し
て
上
命
下
服
の
規
制
を
受
け
、
上
級
者
の
意
図
に
背
く
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
職
員
が
出
席
す
る
こ
と
は
そ
の
団
体
の
代
表
者
が
出
席
す
る
こ
と
と
同
視
し
て
差
し
支
え
な
い
、
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m と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
東
京
地
裁
の
判
決
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
な
お
、
本
件
第
一
審
は
合
理
的
解
釈
説
と
代
行
理

論
を
併
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
。

　
し
か
し
、
右
東
京
地
判
の
代
行
理
論
に
は
、
批
判
が
強
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
代
理
と
代
行
と
の
区
別
の
標
準
が
判
決
の
み

な
ら
ず
、
一
般
的
に
も
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
代
行
は
代
理
よ
り
は
や
や
広
い
観
念
で
、
法
律
行
為
の
み
な

ら
ず
、
事
実
行
為
を
代
っ
て
行
な
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
法
文
上
は
さ
ほ
ど
厳
密
な
区
別
は
な
く
、
た
と
え
ば
国
家

公
務
員
法
一
一
条
三
項
は
「
代
行
」
の
語
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
ほ
ぼ
同
様
な
場
合
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
一
五
二
条
一
項
前

段
は
「
代
理
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
第
二
に
、
「
特
別
の
事
情
」
（
A
会
社
が
B
に
何
ら
の
指
示
を
与
え
ず
、
賛
否
に
つ
き
B
に
一
任

し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
定
款
の
趣
旨
に
反
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
を
認
め
る
趣
旨
で
あ
ろ
う
）
の
有
無
の
判
断
に
つ
き
、

実
際
上
は
、
か
え
っ
て
無
用
の
紛
争
を
ひ
き
起
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
第
三
に
、
株
主
が
法
人
の
場
合
の
み
で
な
く
、
個
人
商
人
さ
ら
に

は
商
人
で
な
い
単
な
る
個
人
株
主
に
つ
い
て
も
、
代
行
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
、
む
し
ろ
、
無
効
説
に

立
っ
て
、
定
款
規
定
を
否
定
す
る
方
が
率
直
簡
明
か
つ
妥
当
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
（
翻
端
か
嗣
鋤
距
貼
徽
糎
鋤
騒
。

　
そ
こ
で
、
本
判
決
は
代
行
理
論
を
採
ら
ず
、
有
効
説
の
う
ち
弾
力
的
取
扱
を
す
る
合
理
的
解
釈
説
と
同
一
の
見
地
を
と
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
（
裡
劇
畑
鮒
締
釈
、
）
。
す
な
わ
ち
、
本
件
の
議
決
権
代
理
行
使
が
定
款
の
規
定
に
反
し
な
い
と
い
う
理
由
を
、
代
行
理
論
に
た
だ

ち
に
求
め
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
、
①
株
主
総
会
が
株
主
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ
て
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
会
社
の
利
益
を

保
護
す
る
趣
旨
に
出
た
こ
と
と
、
②
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
な
い
と
か
え
っ
て
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
二
点
に
求
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

⇔
　
さ
て
、
本
判
決
の
内
容
で
は
、
次
の
諸
点
が
問
題
と
な
る
。

　
ω
　
総
会
荒
し
の
防
止
の
問
題



m　
判
旨
は
Y
会
社
の
定
款
の
規
定
は
、
株
主
総
会
が
株
主
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ
て
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
判

示
し
、
こ
の
点
は
ほ
と
ん
ど
の
有
効
説
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
株
主
で
な
い
第
三
者
が
総
会
に
出
席
し
た
場
合
、
総
会
荒
し
を
す
る
可
能
性
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
一
株
の
株
主
で

も
総
会
に
出
席
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
定
款
で
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定
し
て
も
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
現
実
の
総
会

荒
し
は
、
む
し
ろ
、
総
会
屋
や
一
株
運
動
家
な
ど
正
規
の
株
主
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
（
河
内
評
釈
）
。

　
ま
た
代
理
人
の
資
格
を
株
主
で
な
く
と
も
よ
い
と
す
る
こ
と
は
、
第
三
者
に
よ
っ
て
議
決
権
代
理
行
使
の
濫
用
の
危
険
が
あ
り
う
る

こ
と
は
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
代
理
人
の
資
格
を
株
主
に
限
定
す
る
こ
と
の
有
効
性
と
は
別
問
題
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
代

理
の
法
律
的
性
質
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
株
主
が
代
理
人
に
自
己
の
議
決
権
の
行
使
を
委
任
す
る
場
合
、
株
主
は
自
己
の
株
主
と
し
て

の
利
益
に
従
っ
て
代
理
人
を
選
任
し
、
代
理
人
も
株
主
の
た
め
に
そ
の
任
務
を
遂
行
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
代
理
人
が

そ
の
会
社
の
株
主
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
第
三
者
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
ま
た
代
理
人
が
法
人
株
主
の
使
用
人
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
個

人
株
主
の
使
用
人
で
あ
る
か
、
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
議
決
権
行
使
に
差
異
の
生
ず
べ
き
理
由
は
な
い
（
同
旨
・
菱
田
評
釈
）

　
会
社
荒
し
は
別
途
規
制
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ぽ
、
総
会
に
お
け
る
議
事
妨
害
に
対
し
て
は
、
議
長
の
権
限
と
し
て
、

現
実
に
そ
の
阻
止
の
た
め
の
諸
手
段
（
た
と
え
ば
退
場
命
令
を
出
す
こ
と
）
が
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
法
的
に
は
権
利
濫
用
の
理
論
を

も
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
商
法
上
「
会
社
荒
し
」
な
ど
に
関
す
る
贈
収
賄
罪
（
商
四
九
四
条
）
の
規
定
が
あ

る
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
刑
法
上
の
暴
行
（
型
δ
八
条
）
、
脅
迫
（
型
三
二
条
）
、
強
要
（
型
三
三
条
）
、
威
力
に
よ
る
業
務
妨
害
（
刑
二
三

四
条
）
、
恐
喝
（
刑
二
四
九
条
）
な
ど
の
犯
罪
や
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
の
集
団
的
・
常
習
的
暴
行
、
脅
迫
（
同
塗
条
）
、
集
団
的
・

常
習
的
面
会
強
請
、
強
談
威
迫
（
同
法
二
条
）
の
犯
罪
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。

　
②
　
事
実
上
議
決
権
行
使
の
機
会
を
奪
う
に
等
し
く
、
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
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m 　
判
旨
は
、
株
主
の
議
決
権
代
理
行
使
の
機
会
を
事
実
上
奪
う
に
ひ
と
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、
代
理
人
資
格
を
株
主
に
限
定

す
る
定
款
規
定
は
有
効
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
例
外
的
に
定
款
が
無
効
と
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い

う
こ
と
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
に
本
件
の
事
例
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
極
端
な
場
合
、
た

と
え
ば
前
掲
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
に
お
け
る
上
告
理
由
第
三
点
の
三
の
主
張
の
よ
う
に
、
「
株
主
が
二
派
に
分
れ
意
見
の
対
立

を
生
じ
た
場
合
、
そ
し
て
若
し
一
方
の
派
が
員
数
の
み
多
数
で
あ
っ
て
、
他
方
の
派
が
唯
一
人
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
者
が
病
気
で
あ

っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
当
然
多
数
派
全
員
は
こ
ぞ
っ
て
反
対
派
の
右
の
者
の
議
決
権
代
理
行
使
の
受
任
を
拒
絶
す

る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
一
人
派
の
者
は
誰
れ
に
よ
っ
て
も
議
決
権
の
代
理
行
使
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
簡
単
に
議
決
権
は
奪
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
そ
の
一
人
が
九
九
％
ま
で
の
大
株
主
で
あ
っ
て
も
、
又
こ
の
よ
う
な
場
合
に
こ
そ
議
決
権
行
使
の
保

障
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
。
…
…
云
々
」
の
場
合
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
要
す
る
に
、
株
主
が
自
ら
議
決
権

の
行
使
が
で
き
ず
、
代
理
人
と
し
て
信
頼
で
き
る
株
主
も
存
在
し
な
い
場
合
、
株
主
の
権
利
保
護
の
趣
旨
を
一
貫
さ
せ
れ
ば
、
右
定
款

規
定
の
制
限
は
骨
抜
き
と
な
り
、
無
意
味
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
③
会
社
の
保
護
か
、
株
主
の
保
護
か

　
そ
こ
で
、
判
旨
が
会
社
の
保
護
と
株
主
の
保
護
を
い
ず
れ
を
優
先
し
て
考
え
て
い
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
非
株
主
に

よ
る
代
理
行
使
が
必
要
な
場
合
で
も
、
総
会
撹
乱
の
危
険
性
の
有
す
る
場
合
は
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
（
臓
押
吸
聖
麺
例
酪
醜
語
轡
。

　
判
旨
は
、
右
の
よ
う
な
定
款
規
定
は
、
「
株
主
総
会
が
株
主
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ
て
撹
乱
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
会
社
の
利
益

を
保
護
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
り
：
・
…
株
主
総
会
が
撹
乱
さ
れ
会
社
の
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
く
、
か
え
っ
て
、
右
の
よ

う
な
職
員
又
は
従
業
員
に
よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
な
い
と
す
れ
ば
…
…
事
実
上
議
決
権
行
使
の
機
会
を
奪
う
に
等
し
く
…
…

云
々
」
と
表
現
し
、
形
式
上
は
①
第
三
者
に
よ
る
総
会
荒
し
の
防
止
と
、
②
株
主
の
議
決
権
行
使
の
機
会
を
奪
わ
な
い
こ
と
の
二
点
を
要



魍
件
と
し
て
い
る
（
棚
詣
紳
田
）
。
し
か
し
、
実
質
的
に
、
二
要
件
が
対
立
矛
盾
し
た
場
合
に
は
、
①
の
要
件
を
優
先
さ
せ
て
考
、
兄
て
い
る
と

思
わ
れ
る
（
胴
獺
騨
河
）
。
思
う
に
、
会
社
の
利
益
と
株
主
の
利
益
保
護
と
の
調
和
に
つ
い
て
、
株
主
の
議
決
権
の
行
使
を
絶
対
的
に
制
限

す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
が
、
会
社
の
利
益
保
護
と
い
う
高
次
の
要
請
を
満
た
す
た
め
に
は
、
株
主
の
利
益
を
若
干
制
限
す
る
こ
と
は

や
む
を
え
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

　
学
説
で
は
、
代
理
人
資
格
を
制
限
す
る
規
定
は
会
社
荒
し
の
場
合
に
の
み
意
味
が
あ
る
と
す
る
見
解
に
立
ち
、
本
件
判
旨
の
理
論
構

成
に
お
け
る
二
つ
の
要
件
の
う
ち
、
①
の
要
件
の
み
考
慮
す
れ
ぽ
よ
い
と
の
説
も
あ
る
（
田
村
評
釈
）
。
し
か
し
、
右
定
款
規
定
は
、
む
し

ろ
「
総
会
荒
し
の
防
止
」
と
か
「
会
社
の
保
護
」
を
口
実
に
し
て
、
会
社
の
経
営
者
側
の
株
主
か
否
か
不
明
な
者
の
代
理
行
使
を
排
除

し
て
、
会
社
の
経
営
者
の
独
裁
的
地
位
を
強
化
す
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
直
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
縮
能
距
釈
）
。

　
ω
　
具
体
的
事
情
の
判
断
の
問
題

　
本
判
判
旨
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
に
よ
る
議
決
権
代
理
行
使
は
、
定
款
の
規
定
そ
れ
自
体
だ
け
で
は
有
効
と
も
無
効
と
も
決
定
し
え

ず
、
そ
れ
以
外
に
具
体
的
事
情
を
判
断
の
上
、
は
じ
め
て
有
効
か
、
無
効
か
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
総
会
荒
し
の
危
険
が
あ
る
か
否
か
、
株
主
の
議
決
権
行
使
の
機
会
を
奪
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
を
、
誰
が
ど
の
よ

う
な
基
準
で
判
断
す
る
の
か
。
争
い
が
あ
る
場
合
、
誰
が
い
か
に
し
て
そ
れ
を
立
証
す
る
の
か
（
鰍
駐
襯
㍑
虹
臨
敷
雌
醐
勧
肋
捻
厭
聲
の
の
服
判
略
僻
諏
ゴ

一
一 |
導
酷
珊
邸
。
総
会
開
会
直
前
の
短
い
時
間
内
に
、
会
場
の
入
ロ
で
、
そ
れ
を
証
明
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
会
社
（
経
営
者
）
が
総
会
荒
し
の
危
険
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
正
確
な
判
断
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
あ
る
特
定
の
非
株
主
に
総
会
荒
し
の
前
歴
が
あ
る
と
し
て
も
、
今
回
も
ま
た
必
ず
実
行
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
法
人
株
主
が
非
株
主
た
る
そ
の
使
用
人
に
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
場
合
、
そ
の
使
用
人
に
よ
る
総
会
荒
し
の
懸
念
は
絶
無

と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
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鵬
　
そ
し
て
、
会
場
へ
き
た
非
株
主
の
態
度
如
何
に
よ
っ
て
、
会
社
（
経
営
者
）
が
恣
意
的
に
非
株
主
を
代
理
人
と
認
め
た
り
、
ま
た
は

認
め
な
か
っ
た
り
す
れ
ば
（
会
社
が
実
質
上
拒
否
の
選
択
権
を
持
つ
こ
と
に
な
れ
ば
）
株
主
の
議
決
権
行
使
の
機
会
を
不
当
に
奪
う
危

険
が
生
じ
る
。
現
に
本
件
で
は
、
新
潟
県
、
直
江
津
市
、
日
本
通
運
な
ど
に
は
、
非
株
主
に
よ
る
代
理
行
使
を
認
め
な
が
ら
、
S
名
義

の
株
式
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
3
の
不
在
者
財
産
管
理
人
T
（
非
株
主
）
の
代
理
議
決
権
行
使
を
拒
否
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
⑳
　
結
局
、
判
旨
は
画
一
的
取
扱
説
の
欠
点
（
画
一
的
取
扱
い
の
た
め
、
具
体
的
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
）
を
改
善
し
よ
う
と
試
み

て
、
新
た
に
次
の
よ
う
な
欠
点
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
定
款
規
定
の
性
格
が
一
般
的
・
画
一
的
制
限
の
も
の
で
あ
る
の

に
、
こ
れ
を
極
め
て
特
殊
な
場
合
に
、
各
個
の
事
例
に
即
し
て
具
体
的
に
適
用
す
る
た
め
、
①
定
款
規
定
の
拘
束
力
が
あ
る
場
合
と
な

い
場
合
と
の
限
界
線
を
引
く
こ
と
の
困
難
性
を
生
じ
た
こ
と
、
②
そ
の
た
め
か
え
っ
て
株
主
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
結
果
を
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
逆
に
会
社
経
営
者
の
有
利
に
な
る
こ
と
、
③
定
款
規
定
の
文
理
と
は
著
し
く
は
な
れ
た
解
釈
に
な
る
こ
と
な
ど
の
欠

点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
の
結
論
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
構
成
に
は
反
対
で
あ
る
。
筆
者
は
画
一
的
無
効
説
が
妥

当
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
画
一
的
無
効
説
の
根
拠
、
な
ら
び
に
有
効
説
、
折
衷
説
な
ど
に
対
す
る
批
判
は
別
の
機
会
に
述
べ
て
い
る
の
で
（
灘
鵡
恐
麟
蝸
都

浄
鵬ｵ
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

二
、
商
法
二
四
八
条
一
項
所
定
の
期
間
経
過
後
の
新
た
な
取
消
事
由
の
追
加
主
張
の
可
否

　
決
議
取
消
の
訴
の
提
起
期
間
（
輔
｛
囎
八
）
内
に
あ
る
事
由
で
取
消
の
訴
を
提
起
し
て
お
い
て
、
そ
の
期
間
後
に
別
の
理
由
を
追
加
主
張

で
き
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
従
来
、
学
説
と
下
級
審
判
例
は
分
れ
て
い
た
が
、
本
件
判
旨
は
否
定
説
（
多
数
説
お
よ
び
多
数
判

例
）
を
採
る
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
り
、
裁
判
上
は
一
応
の
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。



邸
否
定
説
（
石
井
・
株
主
織
会
の
研
究
二
三
一
頁
、
松
田
・
会
社
法
概
論
一
九
七
頁
、
田
中
（
誠
．
に
お
け
る
鈴
木
・
大
森
発
言
、
今
井
・
注
釈
会
社
法
凶
二
〇
四
頁
、
佐
藤
・
判
批
・
）
瀞
粧
糊
融
碓
舷
畔
織
託
畑
駄
駈
噸
研
靹
悔
4
抄
竹
購
崔
醐
融
無
砂
勘
卸
邸
鰍
蘭
鵬
㌍
に
一
堀
額
噂
新

蝋
雛

|
哺
p
鯛ｬ
細
殖
酌
癩
刎
諮
脚
瀦
瞠
ウ
圃
騨
齢
柑
醐
禰
栢
腿
似
漸
瀬
響
か
評
翻
鎮
一
跡
細
爲
世
に
よ
れ
ば
、
商
法
上
の
提
訴
期
間
は
、
「
特
定
の
決
議
」
の
取
消

（
旧
法
で
は
無
効
）
一
般
に
予
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
特
定
の
取
消
（
無
効
）
の
主
張
」
に
対
す
る
も
の
と
解
す
べ
く
、
単
に

訴
の
提
起
そ
の
も
の
を
三
ヵ
月
に
制
限
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
暇
疵
の
主
張
を
三
ヵ
月
内
に
な
す
べ
き
こ
と
と
し
、
そ
の
期
間
経
過
後

に
な
っ
て
暇
疵
を
主
張
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
い
う
趣
旨
と
考
え
、
事
後
的
な
新
た
な
暇
疵
の
追
加
主
張
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
、
否
定
説
の
多
く
は
す
で
に
主
張
さ
れ
て
い
る
事
由
と
実
質
的
に
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
は
追
加
主
張
が

許
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
否
定
説
を
採
る
判
例
と
し
て
は
、
大
阪
地
判
昭
和
二
七
年
七
月
一
日
（
都
服
姻
礫
旭
轡
、
東
京
地
判
昭
和
二

八
年
六
月
一
二
日
（
灯
服
服
蝶
畑
賭
）
、
東
京
高
判
昭
和
三
三
年
七
月
三
〇
日
（
諦
臓
鴎
錬
↑
節
巻
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
肯
定
説
（
鍛
鍮
譜
叢
議
墜
縫
考
郭
朗
獺
評
菰
奪
熱
薫
塗
鉱
項
誌
耐
鶉
糊
賂
嘉
購
魏
”
糊
矯
瑠
羅
榊

畑
駄
鋳
ｲ
海
寵
幽
顧
都
漏
鉾
選
謎
護
鴫
講
脚
伽
㍊
馳
噛
融
囎
勲
蕗
撒
諭
噺
楓
遡
ハ
破
轡
は
、
商
法
が
提
訴
期
間
を
三
ヵ
月
と
限
定
し
た
の
は
、
決
議
取
消

の
問
題
そ
の
も
の
を
期
間
的
に
制
限
し
た
の
で
あ
っ
て
、
事
由
の
追
加
は
訴
の
同
一
性
を
失
わ
な
い
限
り
、
訴
の
原
因
の
追
完
と
し
て

訴
訟
の
進
行
中
の
攻
撃
防
禦
の
方
法
の
展
開
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
肯
定
説
を
採
る
判
例
と

し
て
は
、
大
阪
高
判
昭
和
四
二
年
九
月
二
六
日
（
鴎
臓
眠
肇
飼
巻
）
が
あ
る
。

　
本
件
評
釈
は
い
ず
れ
も
判
旨
に
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
否
定
説
よ
り
も
肯
定
説
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
に
当
っ
て
考
慮
す
ぺ
き
点
は
、
結
局
、
企
業
側
に
立
っ
て
法
的
安
定
性
を
主
張
す
る
か
、
提
訴
権
者
の
側
に
立
っ
て
そ
の
利

益
を
守
る
べ
き
か
、
そ
の
比
較
衡
量
に
あ
る
と
言
え
よ
う
漏
鮨
軸
鮒
蒋
麻
、
画
餉
評
釈
、
）
。
筆
者
が
肯
定
説
を
採
る
理
由
は
、
お
よ
そ
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
ω
否
定
説
は
決
議
の
効
力
の
早
期
安
定
化
を
主
張
す
る
（
擢
酬
儲
釈
）
が
、
取
消
の
訴
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
ハ
決
議



柳仲究
研

例
判

m の
効
力
は
、
判
決
の
確
定
を
ま
た
な
い
か
ぎ
り
、
す
で
に
大
き
く
動
揺
し
て
い
る
。
新
た
な
取
消
事
由
の
追
加
に
よ
っ
て
、
何
ほ
ど
か

新
た
な
不
安
定
を
生
ぜ
し
め
る
と
は
言
え
な
い
。
か
え
っ
て
、
法
は
、
弁
論
の
併
合
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
商
二
四
七
条
二
項
・
一
〇
五
条
三
項
）
、
同

一
決
議
に
関
す
る
争
い
を
な
る
べ
く
多
く
の
論
点
を
と
り
込
ん
で
一
挙
に
根
本
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
も
言
、
兄
る

（
鯛Y
0
霜
恥
．
）
。
三
ケ
月
の
制
銀
を
認
め
れ
ば
、
提
訴
権
者
は
あ
ら
ゆ
る
主
張
を
訴
状
な
い
し
準
備
書
面
に
盛
り
込
む
事
態
が
生
じ
、
訴

訟
の
早
期
解
決
な
い
し
決
議
の
効
力
の
確
定
よ
り
も
、
む
し
ろ
混
乱
を
ま
ね
く
で
あ
ろ
う
（
同
旨
、
前
掲
大
阪
高
判
昭
和
四
二
年
九
月
二
六
日
）
。
よ
り
早
い
法
的
安
定

性
の
確
立
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
口
頭
弁
論
の
期
間
そ
の
も
の
を
法
定
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
緬
塑
瀧
飾
．
）
。

②
　
提
起
権
者
と
く
に
株
主
が
限
ら
れ
た
期
間
内
に
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
被
告
の
提
出
し
た
防
禦
方
法
に
基
づ

い
て
原
告
が
請
求
原
因
を
再
構
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
場
合
も
多
い
か
ら
（
鵬
癌
ひ
賄
）
、
攻
撃
防
禦
の
方
法
が
三
ヵ
月
の
期
間
で
制
限

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
決
議
取
消
請
求
権
と
い
う
株
主
の
固
有
権
に
非
常
に
大
き
な
制
限
を
加
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

③
肯
定
説
に
立
て
ぽ
、
理
由
は
と
も
か
く
、
三
ヵ
月
内
に
訴
を
提
起
し
て
お
い
て
、
あ
と
で
ゆ
っ
く
り
理
由
を
考
、
兄
る
と
い
う
よ
う

な
安
易
な
訴
提
起
を
許
す
こ
と
に
な
る
と
、
否
定
説
は
批
判
す
る
が
（
田
村
評
釈
そ
の
他
）
、
濫
訴
の
弊
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
＝
二
九
条
の
運
用

に
よ
っ
て
対
処
す
れ
ぽ
よ
い
し
、
極
端
な
場
合
に
は
、
権
利
濫
用
の
法
理
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
胡
鮨
柵
鋸
綱
掛
揃
坐
蘇
頂

雛
璃
α
賄
）
こ
の
ほ
か
、
商
法
二
四
九
条
の
担
保
の
提
供
も
濫
訴
防
止
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

ω
　
否
定
説
は
、
取
消
原
因
は
技
術
的
な
問
題
に
関
す
る
か
ら
、
相
当
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
で
は
、
そ
の
事
実
が
不
明
確
に
な
り
、

判
定
が
困
難
に
な
る
と
言
う
が
（
麟
淋
⊃
揃
網
け
封
欺
則
）
、
こ
の
点
は
む
し
ろ
主
張
責
任
、
立
証
責
任
の
問
題
と
し
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る

（
調 ｽ
話
蝋
鮒
．
）
。

⑤
　
民
事
訴
訟
法
上
、
決
議
取
消
の
訴
は
特
定
の
決
議
毎
に
そ
れ
自
体
一
個
の
訴
訟
物
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
こ
の
点
で
は
、
旧
訴
訟



囎
物
理
論
も
新
訴
訟
物
理
論
も
一
致
し
て
い
る
）
、
こ
れ
を
前
提
に
す
る
と
、
否
定
説
に
お
い
て
は
商
法
二
四
八
条
は
、
攻
撃
防
禦
方
法

の
提
出
時
期
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
二
二
七
条
の
例
外
規
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
例
外
は
そ
れ
相
当
の
合
理
的
理
由
が
な

け
れ
ぽ
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

⑥
　
民
事
訴
訟
法
二
三
二
条
一
項
が
訴
の
変
更
を
認
め
て
い
る
趣
旨
を
考
慮
す
れ
ば
、
な
る
べ
く
広
く
訴
の
原
因
の
追
加
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
。
訴
の
変
更
に
も
あ
た
ら
な
い
攻
撃
防
禦
方
法
追
加
の
問
題
を
、
出
訴
期
間
の
制
限
に
服
さ
せ
る
理
由
は
考
え
ら
れ
な
い

（
蟹
ハ
憩
。

⑦
　
訴
の
提
起
期
間
を
制
限
す
る
．
歯
と
自
体
、
民
事
訴
訟
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
。
行
政
処
分
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
提
訴
期
間

（
行
政
事
件
訴
訟
法
一
四
条
）
を
経
過
し
た
後
も
取
消
事
由
の
追
加
変
更
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
否
定
説
は
会
社
法
に
お
い

て
は
、
紛
争
の
両
当
事
者
が
合
理
的
な
企
業
人
の
は
ず
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
行
政
訴
訟
を
直
ち
に
類
推
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ

る
と
言
う
（
聯
醜
細
秘
頼
篇
鴨
㌧
。
し
か
し
、
Φ
商
法
二
四
八
奎
項
は
、
提
訴
期
間
内
に
「
訴
」
を
提
起
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
規

定
し
て
、
行
政
事
件
訴
訟
法
と
同
一
形
式
を
採
り
、
②
早
期
確
定
の
必
要
度
に
お
い
て
、
行
政
処
分
の
効
力
も
株
主
総
会
決
議
の
効
力

も
共
通
し
て
い
る
。
否
定
説
は
、
行
政
訴
訟
は
国
民
の
権
利
保
護
と
い
う
公
共
的
性
格
か
ら
民
事
訴
訟
と
性
格
が
異
な
る
と
解
す
る

が
、
商
法
が
予
定
す
る
私
的
利
益
の
調
整
に
お
い
て
も
、
最
近
の
、
と
く
に
大
企
業
に
お
け
る
大
株
主
と
小
株
主
の
利
益
の
等
質
性
な

い
し
立
場
の
互
換
可
能
性
の
喪
失
と
い
う
現
象
の
故
に
、
公
共
性
の
視
点
を
入
れ
る
余
地
は
あ
る
と
解
す
る
。
さ
ら
に
、
期
間
を
制
限

す
る
規
定
は
他
の
法
律
に
も
多
く
存
在
し
（
灘
厭
灘
、
融
畷
鰭
訪
靴
榛
ガ
旅
熊
壁
拙
躯
鰺
瀕
ガ
凋
）
、
お
よ
そ
訴
の
提
起
期
間
を
定
め
て
い
る
規
定
す

べ
て
に
つ
い
て
、
同
様
の
問
題
が
生
ず
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
商
法
二
四
八
条
だ
け
が
民
事
訴
訟
法
の
特
則
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と

に
は
疑
問
が
あ
る
。

⑧

総
会
決
議
取
消
訴
訟
の
よ
う
な
会
社
法
上
の
訴
の
特
殊
性
と
し
て
は
、
弁
論
を
併
合
し
、
判
決
に
対
世
効
を
認
め
た
こ
と
籍
鼠
囎
七
）



と
、
訴
の
提
訴
期
間
を
設
け
た
こ
と
で
足
り
る
（
鯛
鮨
瀧
恥
．
）
。

⑨
　
な
お
提
訴
権
者
に
酷
な
結
果
と
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
否
定
説
は
す
で
に
主
張
さ
れ
て
い
る
事
由
と
実
質
的
に
同
一
性
が
認
め

ら
れ
る
範
囲
内
で
は
追
加
主
張
が
で
き
る
と
言
う
が
、
こ
の
点
も
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
の
制
限
の
緩
和
を
認
め
て
行
く

と
、
結
局
、
否
定
説
の
根
拠
自
体
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
肯
定
説
か
ら
だ
け
で
な
く
、
否
定
説
の
一
部
か
ら
も
批
判
さ
れ

て
い
る
（
蜥
覧
伽
煎
醐
評
㌍
晒
）
。
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